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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　爆薬（４）と弾莢の間の接触を回避するために、砲弾（１）の弾莢（２）と爆薬（４）
の間に配置されている、プラスチックからなるライナー（３）において、
　ライナー（３）内に、内側へ向かって成形されて、爆薬（４）に係止することができる
、少なくとも１つの隆起部または突片（５、６）が取り付けられており、
　ライナー（３）内で、第１の隆起部または突片（５）は、砲口（７）と爆薬の前端の間
の定められた箇所（Ｌ１）に配置することができるので、前記隆起部または突片が即座に
、あるいは幾つかの温度サイクルの後に、爆薬（４）の前端縁に係止され、あるいは添接
することができる、
　ことを特徴とするライナー。
【請求項２】
　ライナー（３）内で、他の隆起部（６）が、砲口（７）から他の定められた箇所（Ｌ２
）に配置することができるので、ライナー（３）は、爆薬（４）を注ぎ込む際に相補形状
で係止することができる、
　ことを特徴とする請求項１に記載のライナー。
【請求項３】
　突片または少なくとも１つの隆起部（５、６）の領域内で、材料厚み（ｔ）が増大され
ている、ことを特徴とする請求項１または２に記載のライナー。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、不感（外部刺激に強い）な大砲弾においては、不感爆薬（ＩＨＥ）と砲弾壁
との間には、ＩＨＥと弾莢の熱膨張の違いに基づく熱的な応力が生じるのを防止するため
に、直接的な接触がない。従って、両者の間においてライナー、通常プラスチック袋、が
弾莢内へ挿入される。次に、ＩＨＥが、注ぎ込まれて、硬化される。
【背景技術】
【０００２】
　大口径の爆裂弾を形成する方法とこの方法に従って形成された爆裂弾が、特許文献１に
開示されている。ここでは、温度変動の際に変化する爆薬の体積が、弾性的なプラスチッ
クジャケットによって吸収されるようにするために、弾性的な材料製のプラスチックジャ
ケットからなるライナーが提案される。ライナーの挿入は、通常頭部信管を収容するため
に用いられる、砲口を通して、折りまとめ、あるいは圧縮した形状で、行われる。展開し
た状態において、この袋状に形成されたプラスチックジャケットは、爆裂弾の内部空間の
寸法に相当する。
【０００３】
　幾つかの場合においては、ライナーは、爆薬の膨張に応じて発生する自己の熱膨張を補
償することができるように、固くない。熱膨張が大きいことに基づいて、爆薬は、冷却／
加熱の際に数ｍｍだけ収縮し、ないしは膨張する。ライナーは、爆薬と共に収縮するが、
同じ程度には一緒に膨張しない。それによって爆薬上でライナーの移動がもたらされる。
ライナーは、多数の温度変化を介して爆薬に対して後方へ移動するので、爆薬が部分的に
露出することがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許ＥＰ１３３８８６０Ｂ１
【特許文献２】独国特許出願ＤＥ１８１２４６２Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、本発明の課題は、爆薬上でのライナーの移動を防止する、ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題は、特許請求項１の特徴によって解決される。好ましい形態が、下位請求項に
記載されている。
【０００７】
　本発明の基礎となる理念は、ライナー内に、爆薬前端縁に対して、あるいは爆薬内に、
形状結合を実現する、ある種の隆起部または突片をライナー内へ取り付け、ないしは形成
することである。
【０００８】
　特許文献２からは、スプリット外皮を有する砲弾が知られており、その中には箔で包囲
された爆薬が配置されており、鋼、銅またはプラスチックからなることができる、この箔
は、砲弾の長手方向に延びる、列をなして配置された幾つかの細長い湾入部を有している
が、この湾入部は、小さい中空装薬を形成するために用いられ、それが、爆薬を有する箔
を包囲する、円筒状のスプリット外皮へ向けられている。爆薬体が爆発する際に、小さい
中空装薬によってスプリット外皮に切欠きが形成され、外皮がこの切欠きに沿って破片に
分裂する。破片の大きさは、列の湾入部の間の間隔と列間の間隔に相当する。爆薬に対し
て箔を固定するための利用は、考えられていない。
【０００９】
　その場合に、隆起部は、一周して形成することができる。ライナーが折り畳まれた形状
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で弾莢内へ挿入される場合に、一周する隆起部のセグメント化が提供される。その際に生
じる突片は、同時に、極めて高い形状剛性を有しており、間隙がライナーの簡単な折り畳
みを可能にする。
【００１０】
　突片の形状剛性を高めるために、たとえば、突片の領域内で壁厚／材料厚が増大される
ことによって、突片の剛性を所望に調節することが、推奨される。隆起部の幅と奥行きに
よっても、変化が可能である。
【００１１】
　ライナー内に複数列の隆起部または突片を設けることも、効果的であることが明らかに
されている。
【００１２】
　突片または隆起部は、ライナー工具の簡単な修正によって、ライナーを形成する際にラ
イナー内に形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、隆起部を有するライナーを備えた砲弾の一部を示していおり、図１ａは
、図１に基づく隆起部を、やや拡大して示している。
【図２】少なくとも２つの隆起部を有するライナーを備えた砲弾の一部を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図面を有する実施例を用いて、本発明を詳細に説明する。　
【００１５】
　図１は、弾莢２、弾莢と爆薬４の間に配置されたライナー３を有する砲弾１を部分的に
示している。爆薬４上でライナー３が滑るのを防止するために、ライナー３の、爆薬表面
に対して定められた箇所Ｌ１に、内側へ向けて成形された隆起部または突片５が形成され
ている（図１ａ）。隆起部５は、ライナー３がそれぞれ爆薬４の充填高さに応じて即座に
、あるいはわずかな温度サイクルの後に、爆薬４の前端縁に相補形状で添接するように、
硬く形成されている。
【００１６】
　図２は、１つより多くの、形成された隆起部ないし突片５（図２ａ）を有する砲弾１を
示している。この場合に他の隆起部６は、爆薬表面に対して定められた長さＬ２において
、ライナー３内へ挿入されて、爆薬４を注ぎ込む際にすでに相補形状で係止されることが
でき、従って初めから固定されることを、可能にしている。
【００１７】
　ここでは原理的に、ここでも、知られているように、不感爆薬４が大砲－砲弾１内へ注
ぎ込まれることを、前提としている。爆薬４が弾莢２の内壁に付着するのを回避するため
に、弾性的なゴム状のプラスチックジャケットの形状の、ライナー３が挿入される。弾莢
内への挿入は、砲口７を通して行われる。不感爆薬４は、爆薬と他の添加物を有するプラ
スチック結合剤系からなる。爆薬は、ライナー３内へ注ぎ込まれて、そこで硬化する。従
って、硬化された、成形された爆薬が、プラスチック結合された爆薬４を形成する。爆薬
４は、鋼からなる弾莢２に対して、係数が８乃至１２だけ大きい温度膨張係数を有してい
る。
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【図１】

【図１ａ】

【図２】

【図２ａ】
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